
畑野町の人口（11 月 1 日調べ） 

人 口 1754 人  男 886 人 
                女 868 人 

世帯数 958 世帯 
はたの 
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令
和
四
年
の
師
走
を
迎
え
て 

「
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
つ
つ
が
な
く
平
穏
に
年
の
瀬
を

お
迎
え
の
こ
と
…
」
と
の
ご
挨
拶
が
で
き
に
く
い
の
が

残
念
で
あ
り
ま
す
。 

 
今
年
も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
不
自
由

と
不
安
に
苦
し
め
ら
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。 

加
え
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
が
続
く
中
で
、
食
料

品
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
商
品
が
高
騰
し
て
、
日
常

生
活
に
も
大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。 

自
治
会
の
活
動
に
あ
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
催
し
が
実

施
で
き
ず
、
ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
機
会
が
失
わ
れ
た
こ

と
で
社
会
的
孤
立
を
招
き
、
潤
い
を
感
じ
に
く
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
一
つ
と
し
て
「
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
社
会
的
距
離
）」
と
い
う
言
葉

で
、
人
と
人
と
の
距
離
を
あ
け
る
よ
う
に
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
身
体
的
な
距
離
は
保
ち

つ
つ
も
人
と
人
と
の
心
の
つ
な
が
り
は
保
つ
と
の
意
味

か
ら
、「
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉

に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
冬
も
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
変
異
株
の
「
第
八
波
」
が
猛
威

を
振
る
う
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
手
洗
い
・
マ
ス

ク
・
密
の
回
避
」
な
ど
基
本
的
な
感
染
対
策
を
励
行
し

な
が
ら
も
、「
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
心
の
つ

な
が
り
）
」
で
社
会
的
孤
立
を
招
か
な
い
よ
う
に
心
が
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
流
も
戻
り
従
前
の
生
活

が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

来
年
こ
そ
は
、
何
の
制
限
も
受
け
な
い
生
活
が
戻
っ
て

き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た 

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
十
二
月
一
日
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

畑
野
町
に
あ
っ
て
も
、
今
回
の
改

選
で
交
代
さ
れ
る
委
員
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
日

高 

久
（
継
続
）
千
ケ
畑
区
・
高
橋
三
区 

○
福
井
賀
代
子
（
新
任
）
広
野
一
区 

○
片
山
恵
美
子
（
新
任
）
広
野
二
区 

○
花

村

裕

子
（
新
任
）
高
橋
区 

○
上

間

康

夫
（
継
続
）
高
橋
二
区 

○
谷

口

実

治
（
新
任
）
土
ケ
畑
区
・
土
ケ
畑
二
区 

ク
ル
ビ
谷 

○
鈴
木
裕
子
（
継
続
）
主
任
児
童
委
員 

今
回
の
改
選
で
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ま

に
は
、
永
年
ご
苦
労
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

ま
た
、
新
た
に
就
任
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
高

齢
世
帯
の
増
加
に
伴
う
活
動
等
で
お
世
話
に
な
り
ま
す

が
、
地
域
福
祉
の
キ
ー
マ
ン
、
身
近
な
相
談
役
と
し
て

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

義
務
教
育
学
校
の
開
設
に
向
け
た
取
り
組
み 

令
和
六
年
に
開
学
す
る
新
た
な
学
校
『
育
親
学
園
』
の

開
校
に
向
け
て
、
現
在
三
つ
の
検
討
グ
ル
ー
プ
に
お
い

て
精
力
的
に
検
討
・
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
、「
新
学
校
の
コ
ン
セ
プ
ト
検
討
グ
ル
ー
プ
」

で
は
、「
目
指
す
学
校
像
」
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

新
た
な
学
校
像
と
し
て
「
郷
・
親
・
創
・
育
（
ご
う
し

ん
そ
う
い
く
）
」
と
い
う
ワ
ー
ド
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

「
郷
」
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
地
域
と
と
も
に
、

「
親
」
人
や
自
然
と
親
し
み･
つ
な
が
り
を
も
っ
て
、

「
創
」
未
来
を
拓
き
、
つ
く
っ
て
い
く
、 

「
育
」
そ
う
し
た
人
を
育
む
学
校 

と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
さ
ら
に
検
討
を
深
め
、

目
指
す
学
校
像
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

民
生
委
員
が
市
政
功
労
表
彰
を
受
賞 

亀
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
に
功
績
の
あ
っ

た
人
を
た
た
え
る
亀
岡
市
自
治
振
興
式
典
が
十
一
月
三

日
（
文
化
の
日
）
、
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

そ
の
席
上
で
、
畑
野
町
民
生
委
員･

児
童
委
員
と
し
て

永
年
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
「
今
西 

聡
」
さ
ん
、

「
堀
田
多
恵
子
」
さ
ん
、
「
中
谷
一
美
」
さ
ん
が
、
亀

岡
市
政
功
労
者
（
福
祉
・
医
療
分
野
功
労
）
と
し
て
、

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

受
賞
さ
れ
た
三
人
の
皆
さ
ま
は
、
い
ず
れ
も
平
成
二
五

年
か
ら
三
期
・
九
年
に
わ
た
っ
て
畑
野
町
民
生
委
員･

児

童
委
員
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
博
愛
と
社
会
奉
仕
の

精
神
で
も
っ
て
町
民
へ
の
相
談
・
援
助
等
、
昼
夜
を
分

か
た
ぬ
民
生
活
動
に
よ
っ
て
社
会
福
祉
・
児
童
福
祉
に

ご
貢
献
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
功
績
を
称
え

て
の
表
彰
で
あ
り
ま
す
だ
け
に
、
畑
野
町
民
か
ら
も
お

祝
い
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
畑
野
町
の
地
域
福
祉
向
上
に
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

自
治
会
事
務
所
の
年
末
年
始
休
業
の
お
知
ら
せ 

  

自
治
会
事
務
所
は
、
十
二
月
二
六
日
（
月
）
で
業
務

を
終
了
し
て
、
二
七
日
（
火
）
か
ら
一
月
五
日
（
木
） 

ま
で
の
間
、
年
末
年
始
の
休
業
と
し
ま
す
。 

年
明
け
の
業
務
は
、
一
月
六
日
（
金
）
か
ら
通
常
の 

業
務
と
し
ま
す
。 

今
後
の
行
事
予
定 

十
二
月
二
四
日
（
土
）
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

十
二
月
二
八
日
（
水
）
年
末
特
別
警
戒 

一
月 

三
日
（
火
）
西
山
神
社
歳
振
り
神
事 

一
月 

四
日
（
水
）
亀
岡
市
新
春
年
賀
交
歓
会 

一
月 

八
日
（
日
）
消
防
団
畑
野
分
団
消
防
出
初
式 

亀
岡
市
消
防
出
初
式 

一
月 

九
日
（
月
）
亀
岡
市
成
人
式 

一
月
二
二
日
（
日
）
亀
岡
市
議
会
議
員
選
挙
投
票
日 

 

今
年
一
年
間
、
自
治
会
の
運
営
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


